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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成26年10月16日(2014.10.16)

【公開番号】特開2013-57908(P2013-57908A)
【公開日】平成25年3月28日(2013.3.28)
【年通号数】公開・登録公報2013-015
【出願番号】特願2011-197590(P2011-197590)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/097    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  51/41     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  65/24     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   5/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３４６　
   Ｃ０７Ｃ  51/41    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  65/24    　　　　
   Ｃ０７Ｆ   5/06    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成26年9月1日(2014.9.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記化学式（１）

【化１】

（式中、置換基であるＡ及びＢは、前記Ａが炭素数１～８で直鎖若しくは分岐鎖のアルキ
ル基で前記Ｂがアルキル鎖を含有してもよいベンジルオキシ基、または前記Ａがアルキル
鎖を含有してもよいベンジルオキシ基で前記Ｂが炭素数１～８で直鎖若しくは分岐鎖のア
ルキル基であり、Ｍ１は、水素原子、アルカリ金属、アンモニウム原子団及びそれらの混
合物から選ばれる何れかである）
で示される少なくとも１種類の芳香族オキシカルボン酸が、アルミニウムで、金属錯体化
及び／または金属塩化されている芳香族オキシカルボン酸金属化合物を有効成分として含
有する荷電制御剤であって、
　前記芳香族オキシカルボン酸金属化合物が、そのＸ線回折スペクトルにおいて、多重ピ
ーク分離法による結晶化度を、２θ＝５°～４０°の範囲（θはブラッグ角）で、０～５
０％とするアモルファス状であることを特徴とする荷電制御剤。
【請求項２】
　下記化学式（２）
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【化２】

（式中、Ｒ１は、炭素数１～８で直鎖または分岐鎖のアルキル基であり、Ｍ２は、水素原
子、アルカリ金属、アンモニウム原子団及びそれらの混合物から選ばれる何れかである）
で示される少なくとも１種類の芳香族オキシカルボン酸が、アルミニウムで、金属錯体化
及び／または金属塩化されている芳香族オキシカルボン酸金属化合物を有効成分として含
有する荷電制御剤であって、
　前記芳香族オキシカルボン酸金属化合物が、そのＸ線回折スペクトルにおいて、多重ピ
ーク分離法による結晶化度を、２θ＝５°～４０°の範囲（θはブラッグ角）で、０～５
０％とするアモルファス状であることを特徴とする荷電制御剤。
【請求項３】
　前記芳香族オキシカルボン酸金属化合物が、前記化学式（１）または（２）で示される
芳香族オキシカルボン酸と、アルミニウムを含有する金属化剤との反応によって得られた
金属錯体及び／または金属塩であることを特徴とする請求項１または２に記載の荷電制御
剤。
【請求項４】
　前記金属化剤が塩化アルミニウム、硫酸アルミニウム、塩基性硫酸アルミニウム、酢酸
アルミニウム、塩基性酢酸アルミニウム、硫酸アルミニウムカリウム、硝酸アルミニウム
、乳酸アルミニウム、アルミニウムｎ－プロポキシド、アルミニウムイソプロポキシド及
びｔ－ブトキシアルミニウムから選ばれるアルミニウム化剤であることを特徴とする請求
項３に記載の荷電制御剤。
【請求項５】
　前記芳香族オキシカルボン酸金属化合物のＸ線回折スペクトルにおいて、多重ピーク分
離法による結晶化度が、２θ＝５°～４０°の範囲（θはブラッグ角）にあって、０～３
０％であることを特徴とする請求項１～４の何れかに記載の荷電制御剤。
【請求項６】
　下記化学式（１）

【化３】

（式中、置換基であるＡ及びＢは、前記Ａが炭素数１～８で直鎖若しくは分岐鎖のアルキ
ル基で前記Ｂがアルキル鎖を含有してもよいベンジルオキシ基、または前記Ａがアルキル
鎖を含有してもよいベンジルオキシ基で前記Ｂが炭素数１～８で直鎖若しくは分岐鎖のア
ルキル基であり、Ｍ１は、水素原子、アルカリ金属、アンモニウム原子団及びそれらの混
合物から選ばれる何れかである）
で示される少なくとも１種類の芳香族オキシカルボン酸と、アルミニウムを含有する金属
化剤とを反応させ、金属錯体化及び／または金属塩化し、そのＸ線回折スペクトルにおい
てアモルファス状である芳香族オキシカルボン酸金属化合物とする工程を有することを特
徴とする荷電制御剤の製造方法。
【請求項７】
　下記化学式（２）
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【化４】

（式中、Ｒ１は、炭素数１～８で直鎖または分岐鎖のアルキル基であり、Ｍ２は、水素原
子、アルカリ金属、アンモニウム原子団及びそれらの混合物から選ばれる何れかである。
）
で示される少なくとも１種類の芳香族オキシカルボン酸と、アルミニウムを含有する金属
化剤とを反応させ、金属錯体化及び／または金属塩化し、そのＸ線回折スペクトルにおい
てアモルファス状である芳香族オキシカルボン酸金属化合物とする工程を有することを特
徴とする荷電制御剤の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　前記の目的を達成するためになされた、特許請求の範囲の請求項１に記載された荷電制
御剤は、下記化学式（１）

【化１】

（式中、置換基であるＡ及びＢは、前記Ａが炭素数１～８で直鎖若しくは分岐鎖のアルキ
ル基で前記Ｂがアルキル鎖を含有してもよいベンジルオキシ基、または前記Ａがアルキル
鎖を含有してもよいベンジルオキシ基で前記Ｂが炭素数１～８で直鎖若しくは分岐鎖のア
ルキル基であり、Ｍ１は、水素原子、アルカリ金属、アンモニウム原子団及びそれらの混
合物から選ばれる何れかである）で示される少なくとも１種類の芳香族オキシカルボン酸
が、アルミニウムで、金属錯体化及び／または金属塩化されている芳香族オキシカルボン
酸金属化合物を有効成分として含有する荷電制御剤であって、前記芳香族オキシカルボン
酸金属化合物が、そのＸ線回折スペクトルにおいて、多重ピーク分離法による結晶化度を
、２θ＝５°～４０°の範囲（θはブラッグ角）で、０～５０％とするアモルファス状で
あることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　前記の目的を達成するためになされた、特許請求の範囲の請求項２に記載された荷電制
御剤は、下記化学式（２）
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【化２】

（式中、Ｒ１は、炭素数１～８で直鎖または分岐鎖のアルキル基であり、Ｍ２は、水素原
子、アルカリ金属、アンモニウム原子団及びそれらの混合物から選ばれる何れかである）
で示される少なくとも１種類の芳香族オキシカルボン酸が、アルミニウムで、金属錯体化
及び／または金属塩化されている芳香族オキシカルボン酸金属化合物を有効成分として含
有する荷電制御剤であって、前記芳香族オキシカルボン酸金属化合物が、そのＸ線回折ス
ペクトルにおいて、多重ピーク分離法による結晶化度を、２θ＝５°～４０°の範囲（θ
はブラッグ角）で、０～５０％とするアモルファス状であることを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明の荷電制御剤は、前記芳香族オキシカルボン酸金属化合物のＸ線回折スペクトル
において、多重ピーク分離法による結晶化度が、好ましくは、多重ピーク分離法による結
晶化度が、２θ＝５°～４０°の範囲（θはブラッグ角）において０～３０％である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明の荷電制御剤の製造方法は、下記化学式（２）

【化４】

（式中、Ｒ１は、炭素数１～８で直鎖または分岐鎖のアルキル基であり、Ｍ２は、水素原
子、アルカリ金属、アンモニウム原子団及びそれらの混合物から選ばれる何れかである。
）で示される少なくとも１種類の芳香族オキシカルボン酸と、アルミニウムを含有する金
属化剤とを反応させ、金属錯体化及び／または金属塩化し、そのＸ線回折スペクトルにお
いてアモルファス状である芳香族オキシカルボン酸金属化合物とする工程を有することを
特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本発明の荷電制御剤は、優れた帯電付与性、荷電制御性を示すアモルファス状の芳香族
オキシカルボン酸金属化合物を有効成分として含有するものである。アモルファス状の芳
香族オキシカルボン酸金属化合物を含有する荷電制御剤は、環境安定性が高く、帯電立ち
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上がりが速く、負電荷に帯電し均一で高い荷電量のまま長時間安定して維持できる。その
ため、低速複写から高速複写に至る幅広い用途に、使用される。また、静電粉体塗装に使
用される粉体塗料にも使用することができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
【化６】

　式（４）中、置換基Ａが炭素数１～８で直鎖若しくは分岐鎖のアルキル基である場合、
置換基Ｂはベンジルオキシ基であり、一方、置換基Ａがベンジルオキシ基である場合、置
換基Ｂは炭素数１～８で直鎖若しくは分岐鎖のアルキル基である。ｖは０または１の数、
ｗは０～２の数、ｈは１または２の数、ｋは０～３の数、ｐは１／２、１または２から選
ばれる何れかの数、ｍは１または２の数を示し、（Ｙ）ｍ－はアニオンを示す。但し、ｖ
及びｗが共に０である場合を除く。また、破線は、配位結合または非結合を示している。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　炭素数１～８で直鎖または分岐鎖のアルキル基及びベンジルオキシ基は、それぞれ前記
化学式（３）と同じものが挙げられる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】

【化８】

　式（６）中、置換基Ｒ１は炭素数１～８で直鎖若しくは分岐鎖のアルキル基であり、置
換基Ｅはアルキル鎖を含有してもよいベンジルオキシ基である。ｖは０または１の数、ｗ
は０～２の数、ｈはまたは２の数、ｋは０～３の数、ｐは１／２、１または２から選ばれ
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る何れかの数、ｍは１または２の数を示し、（Ｙ）ｍ－はアニオンを示す。但し、ｖ及び
ｗが共に０である場合を除く。また、破線は、配位結合または非結合を示している。
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